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婦人科悪性腫瘍に対する十全大補湯と免疫療法の併用による

Tumor　Dormancy　Therapy
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【目的】婦人科悪性腫瘍 に 対して CDDP を中心 とする化学療法 は初発例 に対して有効な こ とが多 く，

再発例に対して Taxol，　 CPT −11の 登場に よ り有効性が改善されっ っ ある。 しか し，それ らの 治療は 全

症例に 対して 有効で はな い 。 とりわけ，奏効性の 低 い 症例に化学療法を継続した場合，免疫能の低 ド

を始め全身状態の 悪化を招き患者に苫痛を強い る ことも危惧される 。 その ような完治断念治療 に お い て

も何らか の治療を希望する患者も多い
。 そこ で 免疫能の 向上をめ ざしQOL の 改善と内因件 IFN一α な

どの 誘導に よる腫瘍増殖抑制，Tumor 　Dormancy が期待で きる漢方薬と免疫療法の 併用 を試 みた 。

【対象と方法】卵巣癌な ど婦人科の 悪性腫瘍で 完治断念症例を対象とした 。 本人の 同意を得た後，外

来で 漢方薬と免疫療法を行 っ た。 免疫療法 は自己活性化リンパ 球を用 い た 。 まず患者の 末梢血から リ

ン パ 球画分を分離し，抗CD 　3 抗体固相化フ ラ ス コ を用い て活性化丁リン パ 球 を誘導した。っ ぎに IL−

2，10％ ヒ ト血清を含む RPMI −1640培地で培養した。14日後に harvestし，元の 患者に投与した。

【結果】今回は婦人科悪性腫瘍の 完治断念例10例 に対して免疫能改善を目的と して 外来で weekly 活

性化リンパ 球療法，自宅に おける補助療法として ト全大補湯を用い た。 無治療例11例 に 比 べ 末梢リン

パ 球か らの IFN一α ，
　 IL−2産生能や NK 活性の 回復が みられた 。 臨床的に も腫瘍の 増殖が抑制されただ

けで なく末梢循環改善に伴う除痛や ド垂体機能など内分泌系の 調整 に よ りQOL の 改善をみ た 。

【考察】先端医療 と漢方薬 の 組み 合わ せ は
一

見奇異な印象を与え るか もしれな い。しか し抗癌剤や放射

線治療の 副作用を漢方薬が軽減 したり効果を高めた りする こ とが，すで に報告されて い る。 漢方薬 の 全

身へ の 作用 は，限界に挑む先端医療の 欠陥を補い その 効果を高め安定させ る可能性がある 。 こ こに報告

した症例はい ずれも厳然と して腫瘍が存在して いる 。 抗癌効果は腫瘍の 退縮をも っ て すると い う判定基

準を適応すれば全 く無効例とい うこ とに な っ て しまう 。 本治療は完治断念例に対 して簡便な通 院治療で

あり社会生活上有意義か っ 抗腫蕩効果的に もTumor 　Dormancy 　Therapy の 要件を兼ね た延命治療

と考え られ た。
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